
人口ビジョン

人口ビジョン �



Ⅰ－ 人口ビジョンの位置づけと対象期間

1 福智町人口ビジョンの位置づけ

智町人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しご
と創生長期ビジョン」の趣旨を踏まえ、人口

減少の克服と地方創生を確実に実現するため、本
町における人口の現状を分析し、人口に関する認識
を深めるとともに、今後の目指すべき将来の方向と
人口の将来展望を示すものである。

福
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2 福智町人口ビジョンの対象期間

智町人口ビジョンの対象期間は、国の長期ビ
ジョンを踏まえ、平成27年（2015）から45

年後の平成72年（2060）までとする。
▶人口ビジョンの基礎数値は、国立社会保障・人口

福

▶この人口ビジョンは、本町において今後実施すべ
き政策を定める際に重要となる人口動態や現状の課
題、将来の人口分析を踏まえ「福智町まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」における政策の方向性を明らか
にするとともに、人口に関する認識を広く共有する
ために策定するものとする。

問題研究所（以下「社人研」という。）の人口推計を用
いて設計し、国勢調査をはじめとする統計調査結果、
および内閣官房と経済産業省が提供する「地域経済
分析システム（RESAS）」等を用いて分析した。



Ⅱ－ 人口に関する分析

1 人口動向の分析

総人口の推移と将来推計１

智町の総人口は、炭鉱最盛期であった昭和
30年（1955）に、最も多い人口である42,257

人を記録した。しかし、石炭から石油へのエネルギー
革命により、基幹産業であった炭鉱の鉱山が相次い
で閉山。これらの影響を受け労働人口が流出し、10
年後の昭和40年（1965）には28,892人と激減した。
▶その後、昭和45年（1970）から平成2年（1990）
までは微増に転じたが、平成 7 年（1995）以降は、
再度減少に転じ、平成22年（2010）の国勢調査で
は24,714人と炭鉱最盛期の半数程度の人口となっ
た。その間、新たな基幹産業となり得る企業の誘致
や新産業の創業を果たせないまま、今日に至ってい
る。特に、完全失業率の高さは深刻な課題である。
▶この厳しい状況から脱却するには、産業や雇用の
創出が必要となる。しかし、大規模企業を誘致でき
る広大な土地などの基盤整備が困難な状況であり、
加えて、財政状況が硬直し、有効な定住促進施策
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福

福智町の人口推移と将来人口の予想【昭和25年（1950）～平成72年（2060）】１

を整備できない状況が続いている。さらに、定住の
ための主要な条件の一つである教育環境の充実に
おいても、依然として全国平均以下の学力水準のま
ま推移している。したがって、通勤圏の拡大や就業・
定住のサポート、学力向上をはじめとした教育環境
の充実等の支援制度の整備が必要となっている。
▶また、社人研が推計した本町の人口推移は、今後
も減少傾向が続き、平成47年（2035）には19,178
人と2万人を下回り、平成52年（2040）には17,928人、
平成62年（2050）には、15,499人、平成72年（2060）
には、13,369人と予想されている。これは昭和30
年の最盛期の約３分の１の人口にあたる。
▶さらに、日本創成会議による推計では、より厳し
い予想がなされ、平成52年（2040）には17,116人
に減少し、加えて20～39歳の女性の人口が5割
以上減少する、いわゆる「消滅可能性自治体」とさ
れている。
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Ⅱ－人口に関する分析

年齢３区分別人口の推移と将来推計２

齢区分別に人口推移を見ると、年少人口・生
産年齢人口ともに、昭和60年（1985）から

減少を続け、平成7年（1995）には、老年人口が年
少人口を逆転し、さらに、平成22年（2010）にはそ
の数が 2 倍となっている。
▶将来推計では、年少人口が平成22年から30年間

年

1 人口動向の分析

福智町の年齢区分別人口推計【昭和60年（1985）～平成52年（2040）】２

平成 22 年（2010）までは国勢調査
平成 27 年（2015）以降社人研推計

資料：

年齢区分別構成割合【昭和60年（1985）～平成52年（2040）】３

で1,000人以上減少する見通しである。生産年齢人
口は年平均で約200人ずつ減少。少子高齢化が進
むことで、現役世代の負担がさらに増加する。
▶加えて、平成32年（2020）をピークに老年人口
も縮小に向かい、福智町の人口減少は加速度的に
進んでいく。

（単位：人）

22.6% 13.3% 10.7%

62.6%
58.9% 50.3%

14.8% 27.8% 39.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

60 1985 22 2010 52 2040

15 15 64 65

平成 22 年（2010）までは国勢調査
平成 27 年（2015）以降社人研推計

資料：

65歳以上の高齢者を
2.1人で支えていた 65歳以上の高齢者を

1.3人で支えることに

生産年齢人口が年平均180人ずつ減少

年少人口と老年人口が逆転

老年人口の減少が始まる

65歳以上の高齢者を
4.2人で支えていた
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Ⅱ－人口に関する分析

人口ピラミッドの推移３

口ピラミッドの推移を見てみると、昭和60
年（1985）には、年少人口が老年人口よりも

多い「ピラミッド型」を形成しているが、平成52年

人

1 人口動向の分析

福智町の人口ピラミッド推移【昭和55年（1980）、平成22年（2010）、平成52年（2040）】４

平成 22 年（2010）までは国勢調査
平成 27 年（2015）以降社人研推計

資料：

（2040）になると「逆ピラミッド型」に近い形状にな
ることが予測され、特に女性の老年人口の割合が非
常に高くなることが推定されている。
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（単位：人）
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2 人口の社会増減の分析

転入者数・転出者数（社会増減）の概要１

町への転入者数は、直近10年間の年間平均
では約870人で推移。一方、転出者数の年

間平均は約970人で推移している。この結果、ここ
10年間の人口の社会増減は、約1,000人の減少と

本

Ⅱ－人口に関する分析

福智町の転入者数・転出者数（社会増減）の推移【平成11年（1999）～平成26年（2014）】５

なっている。本町の人口減少に歯止めをかけるため
には、移住人口の増加を図りながらも、まずは人口
の流出による転出超過を重点的に抑制していく必要
がある。

年齢階級別人口の動向２

町の平成22年（2010）から5年間の年齢階
級別人口動向を見てみると、10代～30代の

「若年層・子育て層」で減少する傾向が見られ、特に
20代の人口減少が顕著となっている。これは進学・

本

福智町の性別・年齢別人口移動の状況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】６

「ふくおかデータウェブ」平成 21 年（2009）
10月～平成26年（2014）9月までの確定値

資料：

就職等による町外への転出が原因と考えられ、大学
や雇用の受け皿が町内及び周辺地域に不足してい
ることに起因している。そのため「若年層・子育て層」
の就業・定住支援を推進する必要がある。
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「ふくおかデータウェブ」平成10年（1998）10月～平成26年（2014）9月までの確定値資料：
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Ⅱ－人口に関する分析 2 人口の社会増減の分析

福岡県内の転入元・転出先の分析３

智町の人口の動向は、転入転出ともに、８割
が県内の移住である。その内、人口の流出

先は、筑豊圏内が全体の７割を占め、特に田川市、
飯塚市への転出が顕著となっている。

福

福智町における福岡県内・福岡県外・国外別人口動向の概況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】７

▶筑豊圏外では、福岡市と北九州市の両都市への
人口流出が全体の２割以上を占めている。これらの
ことから、通勤圏を拡大する施策が人口流出を防ぐ
うえで有効であると考えられる。

福智町における福岡県内の地域別人口動向の概況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】８

福智町における筑豊圏内の地域別人口動向の概況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】９

「ふくおかデータウェブ」平成21年（2009）
10月～平成26年（2014）9月までの確定値

資料：
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資料：
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10月～平成26年（2014）9月までの確定値
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福智町における県内市町村別人口動向の概況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】10

「ふくおかデータウェブ」平成21年（2009）10月～平成26年（2014）9月までの確定値資料：

福智町における人口動向トップ5自治体の相関マップ【平成22年（2010）～平成26年（2014）】11

「ふくおかデータウェブ」平成 21 年（2009）
10月～平成26年（2014）9月までの確定値

資料：

Ⅱ－人口に関する分析 2 人口の社会増減の分析

【福岡県内市町村別転入者割合】 【福岡県内市町村別転出者割合】
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転入▶ 303 人
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増減▶ －63 人

対 田川市
転入▶ 681 人
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増減▶ －75 人

対 福岡市
転入▶ 206 人
転出▶ 364 人
増減▶ －158 人

対 飯塚市
転入▶ 287 人
転出▶ 435 人
増減▶ －148 人

（単位：人）
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福岡県外の転入元・転出先の分析４

内全体の動向でみると、転入転出ともに2
割が福岡県外であり、大都市圏、近隣県が

目立っている。
▶地方創生の主要コンセプトである「東京（首都圏）
から地方へ」の人の流れをつくるためには「福岡県

町

福智町における県外人口動向の概況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】12

への移住」の広域連携を目指す一方、地域ブランド
化の推進が必要であり、住民を巻き込んだＵターン
施策の実施（強みである町広報紙の活用）、メディア
への露出やICT、SNSを活用した魅力の発信、ふる
さと納税との連携などが有効となる。

Ⅱ－人口に関する分析 2 人口の社会増減の分析

「ふくおかデータウェブ」平成 21 年（2009）
10月～平成26年（2014）9月までの確定値

資料：

福智町における福岡県外の都道府県別・転入転出概況【平成22年（2010）～平成26年（2014）】13

「ふくおかデータウェブ」平成 21 年（2009）
10月～平成26年（2014）9月までの確定値

資料：

【県外転入者割合】 【県外転出者割合】
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3 人口の自然増減の分析

出生者数・死亡者数（自然増減）の概要１

町の出生者数は平成25年（2013）で170人、
直近10年間の年間平均は約215人で推移し

ている。また、直近の合計特殊出生率は1.62で全国

本

Ⅱ－人口に関する分析

福智町の出生者数・死亡者数（自然増減）の推移【平成11年（1999）～平成26年（2014）】14

「ふくおかデータウェブ」平成 10 年（1998）
10月～平成26年（2014）9月までの確定値

資料：

平均の1.38を上回っており、上昇傾向にある。一方、
死亡者数は平成25年（2013）で321人、直近10年
間の年間平均は約340人で推移している。

合計特殊出生率の推移２

町の合計特殊出生率は、全国平均と比較し
て0.2ポイント程度高い状況にある。

▶直近10年は回復傾向となっており、今後、子育

本

福智町の合計特殊出生率の推移／福智町・全国【昭和58年（1983）～平成24年（2012）】15

厚生労働省／人口動態保健所・市町村別統計資料：

て支援をはじめとする総合戦略の実施により、平成
31年（2019）に1.8、平成41年（2029）までに2.0へ
の回復を目標とする。
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出産した女性の年齢別出生率の推移３

町における出産した女性の年齢は、全国と
比較し、15歳～24歳の若年層の出産が多い

のが特徴である。特に、直近のデータである「平成
20年～24年の20歳～24歳の年齢層」の値が顕著
である。一方、「平成20年～24年の25歳～29歳
の年齢層」が大きく減少している。

本

福智町における出産した女性の年齢別出生率の推移／福智町・全国【平成10年（1998）～平成24年（2012）】16

▶本町が掲げる合計特殊出生率の長期的な目標値
は「2.0」である。そのため、女性の夫婦率（結婚し
て離婚していない割合）が６割程度の本町の状況を
前提にすると、一人の母親が３人以上の子を出産す
る必要がある。したがって、第３子を生み育てやす
い手厚い支援や環境の整備が不可欠である。

Ⅱ－人口に関する分析 3 人口の自然増減の分析

女性の年代別婚姻状況４

町における婚姻状況は ①15歳～29歳の既
婚率の高さ ②離別率の高さ ③30代以降の

夫婦率の低さが特徴となっている。出生率の改善に

本

福智町における女性の年齢別未婚率／福智町・福岡県・全国【平成22年（2010）】17

国勢調査／平成22年（2010）資料：

は、本町の地域課題でもある離婚率の改善が求めら
れることから、子育て支援および就労支援等の拡充
により、婚姻状態維持への寄与を図っていく。
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福智町における女性の年齢別既婚率／福智町・福岡県・全国【平成22年（2010）】18

Ⅱ－人口に関する分析 3 人口の自然増減の分析

福智町における女性の年齢別離別・死別率／福智町・福岡県・全国【平成22年（2010）】19

福智町における女性の年齢別夫婦率／福智町・福岡県・全国【平成22年（2010）】20

国勢調査／平成22年（2010）資料：

国勢調査／平成22年（2010）資料：

国勢調査／平成22年（2010）資料：
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Ⅱ－人口に関する分析

4 就業・雇用の分析

福智町在住者の従業地（自治体）の概況１

町に在住する就業者のうち、4割は町内で従
業し、6割は他市区町村で従業している。町

内よりも町外で就業している人の方が1,200人ほど
多い状況である。

本 ▶町外就業者の従業先は、田川市、直方市、飯塚市、
田川郡、北九州市という順であり、また、宮若市や
福岡市での就業者が多いことを鑑みると、ベッドタ
ウンとして機能している状況がうかがえる。

福智町に在住する就業者の従業地の概況【平成22年（2010）】21

福智町に在住する就業者の市郡別従業地の概況【平成22年（2010）】22

43%
57%

国勢調査／平成22年（2010）資料：

国勢調査／平成22年（2010）資料：

（単位：人）

（単位：人）
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福智町在住者の従業先の産業２

町の就業者数は、平成7年（1995）の10,232
人をピークに減少を続け、平成22年（2010）

には9,000人を割っている。産業別では、第１次、

本 第２次産業就業者比率が減少し、第３次産業の比
率が増加。平成22年（2010）では、68.2％と７割
近い比率となっている。

Ⅱ－人口に関する分析 4 就業・雇用の分析

福智町の産業別就業者数の推移【平成2年（1990）～平成22年（2010）】23

福智町の産業別就業者比率の推移【平成2年（1990）～平成22年（2010）】24

国勢調査／平成2年（1990）～平成22年（2010）資料：
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Ⅱ－人口に関する分析 4 就業・雇用の分析

就業者および産業の地域特性３

町の平成22年（2010）の産業別就業者比率
の詳細を見ると、医療福祉分野の就業者が本 最も多く21.9%、次いで製造業の16.0%、卸売業・

小売業の15.2%、建設業の12.3%となっている。

福智町の産業別就業者比率の詳細【平成22年（2010）】25

国勢調査／平成22年（2010）資料：
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福智町内で従業する就業者の常住地（自治体）の概況４

町に従業する就業者のうち60%は町内に常
住し、40%は他市区町村に常住しており、

町内の常住者の方が1,250人ほど多い状況である。
▶町外常住者の常住地では、田川郡、田川市、飯塚市、
直方市、北九州市という順であり、田川市郡だけで

本 55%と過半数を占める状況となっている。
▶また、常住人口100人あたりの昼間人口の割合を
示す昼夜間比率は86.7%となっており、「働くとこ
ろ」というより「住むところ」といった状況となって
いる。

Ⅱ－人口に関する分析 4 就業・雇用の分析

福智町内で従業する就業者の常住地の概況【平成22年（2010）】26

福智町内で従業する就業者の市郡別常住地の概況【平成22年（2010）】27

国勢調査／平成22年（2010）資料：

国勢調査／平成22年（2010）資料：

60%
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（単位：人）

（単位：人）



Ⅱ－人口に関する分析

5 産業の分析

福智町の産業と年間商品販売額１

町の企業、事業所及び従業者数は、軒並み下
降傾向にある。創業比率は全国平均の約半数

となっている。また、年間販売額は、平成11年（1999）
までは下降傾向だったが、それ以降は横ばいである。

本 ▶今後は、企業誘致の環境整備及び創業支援を実施
して、雇用の拡充を図る一方、商品販売額への対応
策として、地域ブランド強化などの取り組みにより、
地域経済の安定を図る必要がある。

人口ビジョン �

福智町の企業数・事業所数・創業社数の概況【平成21年（2009）・平成24年（2012）】28

経済産業省／商業統計資料：

福智町内の年間商品販売額【平成６年（1994）～平成19年（2007）】29

総務省・経済産業省／経済センサス資料：
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Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析

福智町の企業数／大分類【平成24年（2012）】30

【福智町の企業数（大分類）上位10業種の割合】

福智町の企業数／中分類【平成24年（2012）】31

【福智町の企業数（中分類）上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

（単位：社）

（単位：社）
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Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析

福智町の事業所数／大分類【平成24年（2012）】32

【福智町の事業所数（大分類）上位10業種の割合】

福智町の事業所数／中分類【平成24年（2012）】33

【福智町の事業所数（中分類）上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

（単位：社）

（単位：社）



Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析
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福智町の従業者数（企業単位）大分類【平成24年（2012）】34

【従業者数（企業単位）大分類／上位10業種の割合】

福智町の従業者数（企業単位）中分類【平成24年（2012）】35

【従業者数（企業単位）中分類／上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

（単位：人）

（単位：人）
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Ⅱ－人口に関する分析

福智町の従業者数（事業所単位）大分類【平成24年（2012）】36

【従業者数（事業所単位）大分類／上位10業種の割合】

福智町の従業者数（事業所単位）中分類【平成24年（2012）】37

【従業者数（事業所単位）中分類／上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

5 産業の分析

（単位：人）

（単位：人）



重点業種別の概況と分析２

▶前述のように、本町常住者の就業先は、医療福祉
事業の比率が最も高く、とりわけ介護関連事業の従
事者が最多となっている。
▶しかしながら、今後、平成30年代から町内の高
齢者数が減少していくことにより、介護サービスの

供給過多が懸念され、そのことが本町にとって大き
な課題の一つとなってくる。
▶そのため、介護関連事業従事者の失業を防ぎ、こ
の地域課題を地域の特性と捉え、時代のニーズに
沿った先駆的なサービスの導入を図る必要がある。

Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析

福智町の企業の付加価値額／大分類【平成24年（2012）】38

医療福祉事業１

【付加価値額（企業単位）大分類／上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

福智町の企業の付加価値額／中分類【平成24年（2012）】39

【付加価値額（企業単位）中分類／上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）
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（単位：百万円）

（単位：百万円）



Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析

▶本町における製造業は、事業所数では5番目の分
類だが、事業所単位での従業者数は、医療・福祉に
次ぐ2番目に多い分類となっている。売上高で見る
と2番目の医療・福祉を大きく引き離し、製造業が
トップの業績となっている。また、付加価値額、取
引流入額ともに高い分類に位置している。

▶したがって、本町における製造業の状況は、企業
数は少ないものの、売上高が最も高く、従業者数、
付加価値額、取引流入額ともに高い水準となってお
り、このポテンシャルの高い製造業分野を伸ばし、
雇用・起業を促進することで、町内産業の大きな活
性化が見込まれる。

製造業２

人口ビジョン �

福智町の企業の売上高／大分類【平成24年（2012）】40

【福智町の企業の売上高（大分類）上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

福智町の企業の売上高／中分類【平成24年（2012）】41

【福智町の企業の売上高（中分類）上位10業種の割合】

経済センサス資料：
（総務省・経済産業省）

（単位：百万円）

（単位：百万円）



Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析

▶減少傾向にある本町への観光入込客数は、その
大半に「ふるさと交流館 日王の湯」と「ほうじょう
温泉 ふじ湯の里」の利用者数が含まれている。した
がって、両温泉施設の利用者の減少が、観光入込
客数に大きく影響を及ぼしている。
▶一方、近年の登山ブームにより、福智山や鷹取山
への登山客は増加していると推計され、シンボル的
な観光ＰＲイベントの成功により、交流人口は増加
していると推測される。
▶本町の観光入込客数の増加には、観光の拠点と
も言える両温泉施設の活性化が必要となる。今後
は、さらに両温泉施設の魅力をＰＲし、町内に点在
する観光資源と結びついた振興を図るなど、創意工
夫が求められる。

▶また本町は、小倉藩主の御用窯で藩窯であった国
指定伝統工芸品「上野焼」の産地であり、400年以
上の伝統を受け継ぐ窯元が点在する陶芸の里となっ
ている。しかしながら、町の地域ブランド化に大き
く寄与してきた「上野焼」も、近年のライフスタイル
の変化や後継者不足により、廃窯する窯元も出てき
ている。そのため、売上高・入込客数ともに減少傾
向にあり、将来的な産地存続という点においても厳
しい状況に直面している。
▶福智町が誇る「上野焼」は、本町における文化・歴
史を代表する中核的存在である。そのため、今後さ
らなるブランド力の向上と産地活性化を図り、産業
や観光、体験や教育など、あらゆる分野において、
その多彩な魅力と幅広い効果を生み出していく。

福智町の観光入込客数とその消費額の推計【平成20年（2008）～平成24年（2012）】42

観光３
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▶本町の農業は縮小傾向にあり、平成17年（2005）
から平成22年（2010）にかけて、およそ1億円の販
売額減少となっている。
▶農業の衰退は、本町にとって大きな損失であるた

め、新規就農希望者への支援や農業法人の誘致な
どを効率的・効果的に実施する必要がある。
▶また、地域ブランド商品のマーケティング戦略と
も連携し、農業分野の回復と活性化を目指す。

農業４

Ⅱ－人口に関する分析 5 産業の分析
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福智町の農業部門別販売額①【平成17年（2005）】43

【平成17年の農業部門別販売額上位10部門の割合】

農林業センサス資料：
（農林水産省）

福智町の農業部門別販売額②【平成22年（2010）】44

【平成22年の農業部門別販売額上位10部門の割合】

農林業センサス資料：
（農林水産省）

（単位：万円）

（単位：万円）
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6 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析

生活インフラの弱体化２

口減少による商圏や経済圏の縮小によって、
生活インフラである商店や事業所等の廃業・

撤退が相次ぐことになる。また同時に、公共交通機

人 関も縮小する。生活インフラや公共交通機関の縮小
による利便性の低下から、「買い物難民」や「生活難民」
が増加していく傾向にある。

住民負担と行財政負担の増加３

齢者率が高まり、それを支える世代が減少
することにより、介護保険料や国民健康保

険税の上昇が見込まれ、社会保障の負担をはじめと
する、さらなる住民負担と行財政負担の増加が予想

高 される。一方で、生産年齢人口の減少により、町の
税収や活力が減少していく。
▶そのため、健康寿命の延伸と包括的なケア体制、
時代に即した介護サービスの充実が求められる。

地域コミュニティの崩壊４

口の減少により、地域コミュニティの維持が
困難となり、一般的に「限界集落」と呼ばれ

る地域が生じる可能性がある。また、合併以前から

人 ある公共施設の利用低下も大きな課題となる。
▶そのため、既存の公共施設を利活用した地域の核
となる「小さな拠点」施設の存在が求められる。

人口ビジョン �

町勢の衰退１

勢の基盤となる人口が減少することにより、
地域や各種団体をはじめ、町の取り組み等、

すべての規模が縮小傾向となる。地域経済も低迷し、

町 地域や町を支える人材も不足していく。町の活力や
成長力が衰退することにより、多くの地域にマイナ
スの影響を及ぼすことが懸念される。

行政サービスの低下と市町村合併５

口減少の加速により、学校の廃校や保育所
の閉所、病院の閉院、公民館の閉館など、

多くの公共施設を閉鎖しなければならなくなる。当
然、多数の町職員の削減が必要となり、行政サービ

人 スの量と質の大幅な低下を招くことが予測される。
▶さらに、自治体規模の縮小により、町制の維持が
困難になることから、行財政的にみても他市への合
併という選択を迫られる可能性がある。
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Ⅱ－人口に関する分析

7 現状と課題の整理

下げ止まりの見えない人口減少１

が国が平成20年（2008）に人口減少社会に
突入した中で、本町においては、昭和60年

（1985）から既に人口減少が続いている。
▶年齢3区分別人口の推移を見ても、生産年齢人口
は平成22年（2010）に1万5千人を割り、平成47
年（2035）には、1万人を割ると予想されている。

我 ▶また、年少人口は平成7年（1995）に、老年人口
に逆転され、以降減少の一途をたどっている。
▶一方で、増え続けている老年人口も平成32年

（2020）には、減少に転じることが予想されるなど、
本町における人口減少および人口構造の変化による
労働人口の減少は、危機的な状況に直面している。

社会増減も自然増減も減少の一途２

会増減においては、ここ20年ほど転出が転
入を絶えず上回り、また近年は転入数・転出

数ともに減少傾向で、人口移動数も縮小している。
▶自然増減においても、出生数が昭和50年代のお
よそ２分の１に減少する中、老年人口の増加による
死亡数が昭和50年代の約1.4倍に増加しており、

社 平成2年（1990）年以降、死亡数が出生数を上回り、
自然減に転じている。
▶平成18年3月に福智町が誕生した3町合併時に
26,378人だった人口も、平成27年9月末現在では
23,925人まで落ち込み（2,453 人減少）、下げ止ま
りの見えない人口減少が続いている。

若年層の流出と高齢者層の流入３

齢階級別の人口移動の状況を見ると高等学
校等の卒業を期に、進学や就職に伴う若年

層の転出が人口減少及び人口構造の高齢化に大き
な影響を与えていることが明らかである。
▶本町にとっては20代～30代の大学卒業、就職、
結婚、出産などを機会とした転入増加が望ましいが、

年 就業環境や人口流出先以上の子育て支援策がない
ため、Ｕターンが促進できていないと推測される。
▶また、他の年代を見てみると、50代以降で転入
超過となっており、その転入先は北九州市からが最
も多くなっている。そのため、退職に伴い本町に居
住地を移すケースが多いものと考えられる。

特徴的な地域課題である就業と教育４

町の完全失業率の高さは深刻な課題である。
そのため、産業や雇用の創出が必要だが、

大規模企業を誘致できる広大な土地などの基盤整
備が困難な状況であり、加えて、財政状況が硬直し
ているために、有効な定住促進施策を整備できない
状況が続いている。

本 ▶さらに、定住のための主要な条件の一つである教
育環境の充実においても依然として全国平均より低
い学力水準のまま推移している。
▶定住を促進するためには、この特徴的な地域課題
である就業と教育に対する抜本的な改善策も必要と
なる。
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Ⅲ－ 人口の将来展望

1 目指すべき将来の方向

口減少への対応は次の２つの方向性が考え
られる。ひとつは出生率の向上により人口減

少に歯止めをかけ、人口規模の安定と人口構造の確
保を図るものである。もうひとつは、転出の抑制と
転入者の増加による人口規模の維持であり、この２

人 つの対策を同時に推進しなければならない。
▶福智町人口ビジョンにおいては、将来にわたる「活
力ある福智町」を次代へつないでいくための戦略と
して、以下の３つの戦略を位置づけ、総合戦略で具
体策を示していく。

流出抑止のための調整戦略（再掲まとめ）１

▶前述のように、本町の完全失業率の高さは深刻な
状況であり、加えて、人口流出による転出超過の状
態が続いているため、労働力の減少が著しい。
▶全体の動向は、転入転出ともに、8割が県内の移
住であり、その内、人口流出先は、筑豊圏内が７割
を占め、特に田川市、飯塚市への転出が顕著である。
現状では、両市が圏域内における人口のダム機能を
もっているため、定住自立圏構想等、広域連携によ

る定住促進の調整を推進する必要がある。
▶同じく人口流出先は、福岡市や北九州市といった
大都市圏も含まれる。そのため、民間資本による企
業立地と居住環境の整備を促進する施策をはじめ、
通勤費の支援など、通勤圏を拡大するための施策が
人口流出を防ぐのには有効であると考えられる。
▶特に、人口流出先自治体の定住サポートよりも手
厚い定住支援策が不可欠となる。

常住地に資する戦略１

【医療・福祉】本町在住者の就業先は、医療福祉事
業の比率が最も高く、とりわけ介護関連事業の従事
者が最多となっている。しかし今後、町内の高齢者
数が減少していくことにより、介護サービスの供給
過多が懸念される。そのため、介護関連事業従事
者の失業を防ぎ、この地域課題を地域特性と捉え、
時代のニーズに沿った先駆的なサービスの導入を民
間と連携しながら推進することが求められる。
【製造業】上野焼や日立マクセルのように、本町に
は古くから、ものづくりの文化や風土、卓越した技
術が残っている。この強みを活かし、ものづくり産
業の人材育成事業などへの寄与を図る。また、この
特性をさらに強化するために、新たなものづくりの

拠点となる「ファブラボ」機能を「小さな拠点」内に
開設し、若者のものづくりへの参画、雇用・起業へ
と発展的な取り組みを推進する。
【観光】本町には、豊かな自然環境と文化に育まれた
多くの地域資源が残されている。これらの魅力をさ
らに磨き、連携させ、広く発信することで、相乗効
果を得ることが期待できる。また、観光の拠点となっ
ている温泉施設の活性化も必要となる。
【農業】耕作放棄地の解消を進め、新規就農希望者
への支援や農業法人の誘致などを効率的・効果的に
実施し、農業の衰退を防ぐ必要がある。また、ふる
さと納税などを活用した地域ブランドのマーケティ
ング戦略と連携し、農業の回復と活性化を目指す。

就業地に資する戦略２
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▶転出超過に歯止めをかけるためには、いつまでも
「ふるさと福智」に住みたいと思えるような定住支援
策と、子どもを生み育てたい希望をかなえ、出生率
向上につながる子育て支援策が不可欠である。
▶人口減少から脱却するために、本町は合計特殊出
生率の長期的な目標値を「2.0」に設定しているが、
対象となる年齢層の女性の夫婦率（結婚し離婚して
いない割合）が60%程度であるため、このことを前
提にすると、一人の母親が3人以上の子どもを出産
する必要がある。
▶したがって、第3子以降の子どもを生み育てやす

い手厚い支援や環境の整備が必要となる。多子世
帯（第3子以降）の保育料の軽減や、通勤圏拡大に
も対応する放課後学童保育等の保育時間延長など、
出生率向上に対する取り組みを推進する。
▶また、出生率の改善には本町の地域課題でもある
離婚率の改善を行うことが必要となる。そのため、
子育て世代包括支援センター（仮称）やファミリーサ
ポートセンター等による支援及び利用を促進し、就
労支援等の拡充により、婚姻状態維持への寄与を
図る。さらに、結婚を希望する方々が結婚できるよ
うな結婚相談事業を推進する。

結婚・出産・子育てに資する戦略３

流入促進のための積極戦略（再掲まとめ）２

▶合併して誕生した福智町の知名度は未だ低く、そ
の魅力も充分に知られていない。「行ってみたい町」
から「住んでみたい町」へと、移住促進の積極戦略
を図るためには、交流人口を増加させ、定住人口増
加へと展開しなければならない。そのため「福智」の
名から、その風土や魅力のイメージが浮かぶような

「地域ブランド化」の推進が必要となる。福智の魅
力を磨き、広くＰＲし、シンボルイベントをはじめと

する継続的かつ発展的な取り組みを推進する。
▶地方創生の主要コンセプトである「東京（首都圏）
から地方へ」の人の流れをつくるためには、「福岡県
への移住」の広域連携を目指す一方、地域ブランド
化の推進が必要であり、住民を巻き込んだＵターン
施策の実施（強みである町広報紙の活用）、メディア
への露出や ICT、SNS を活用した魅力の発信、ふ
るさと納税との連携などが求められる。

地域ブランド化に資する戦略１

▶雇用・移住・定住を促進するためには、求人をは
じめ、空き家や住居、子育て支援の情報など、幅広
いニーズに応える情報の収集や提供、ウェブサイト
による発信、相談対応等、きめ細かなサポートが必
要となる。

▶そこで、雇用・移住・定住に関するサービスをワン
ストップで行える包括的な窓口機能が求められる。
▶この窓口を核にハローワークと連携し、関連する
各部署との協力体制を構築することで、一体的かつ
効果的な雇用・定住促進の展開が可能となる。

雇用・移住・定住に資する戦略２

人口ビジョン �



多機能型「小さな拠点」施設を活用したまちづくり戦略３

▶平成29年３月のオープンを予定しているこの小
さな拠点は、図書館機能を主軸とした施設である。
そのため、この施設の活用により、これまで全国平
均以下の水準である小中学生の学力の向上に直接
的に作用するものと考えられる。
▶文部科学省の委託により国立大学法人お茶の水
女子大学が分析した「平成25年度全国学力・学習状
況調査の結果を活用した学力に影響を与える要因分
析に関する調査研究」では「家庭における読書活動、

生活習慣に関する働きかけ、親子間のコミュニケー
ション、親子で行う文化的活動は、いずれも学力に
プラスの影響力。特に家庭における読書活動が子ど
もの学力に最も強い影響力を及ぼす」とまとめられ
ている。
▶したがって、多機能型の「小さな拠点」施設とし
て整備される「福智町図書館・歴史資料館」の役割と
機能、その活用が、本町の学力向上の底上げに大
きく寄与するものと期待される。

学力向上に資する戦略１

▶多機能型の「小さな拠点」施設に「ものづくり拠点
機能」を拡充させ、学力向上の取り組みと連動する
創造力の向上や人材育成に着手する。
▶近年、世界各国で急速に施策に取り入れられてい
る「ファブラボ」機能を導入し、各機能の相乗効果

を創出しながら、さらに先駆性の高い「小さな拠点」
施設の実現を図る。
▶また、同時に就業・起業に関する情報発信や相談
を行うスポットを開設し、育成から就業まで包括的
な就職支援・創業支援を推進する。

就業・起業に資する戦略２
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人口ビジョン �

住のための主要な条件である教育環境の充
実は、本町の将来の展望を開くためにも重

要な課題に位置づけられる。とりわけ、生きる力と
学力の向上は欠かせない要素である。
▶また、公共施設マネジメントの観点からも、さら
なる公共施設の利活用が求められている。
▶このことから、役場支所を「小さな拠点」施設とし

定 て整備し、図書館・歴史資料館機能、就労・定住情
報の発信・相談機能、学力向上機能、地域ブランド
化推進機能、世代間交流機能等を有する多機能型
拠点施設として開設する。
▶この「小さな拠点」施設の実効によって、「定住
促進」と「教育環境の充実」という地域的課題の解消
を推進し、学力向上につなげていく。

▶人口減少により、地域コミュニティの維持や市町
村合併以前からある公共施設の利用低下が課題と
なってくる。そのため「小さな拠点」施設が地域コ
ミュニティの核となる役割を担うよう、地域コミュ
ニティの再構築と強化を図る。あわせて「パパママ
サロン」「カフェ」「キッチンスタジオ」のような交流
促進機能や「ファーマーズマーケット」のようなイベ
ントにより、地域住民の恒常的な利用を促進する。

▶人口減少等により商圏が縮小し、生活インフラで
ある商店等の廃業・撤退が続いている本町におい
て、公共交通機関の縮小による利便性の低下から、

「買い物難民」や「生活難民」が増加する傾向にある。
そのため「小さな拠点」施設へのアクセスを中心に、
本町の大動脈である平成筑豊鉄道との連携を強化
し、福祉バスの利便性を高め、利用を促進すること
で、これらの課題解決を図っていく。

地域コミュニティの構築に資する戦略３



2 長期ビジョン

の長期ビジョンおよび本町の人口に関する推計や分析、調査などを考慮し、本町が将来目指すべき人
口規模を展望する。基本的な考え方は以下のとおりである。国

Ⅲ－人口の将来展望

人口ビジョン �

合計特殊出生率の上昇１

の長期ビジョンにおける合計特殊出生率に基づき、平成31年（2019）に1.8、平成41年（2029）に2.0
を達成し、以降2.0を維持する。国

雇用の場の確保による青年層の人口流出抑制２

校・大学卒業後の年代（10代後半～20代前半）の就労希望を実現できる雇用環境を創出し、Ｕターン
就職の促進と就職に伴う転出抑制を図り、当該年齢層の移動率を社人研の仮定値から改善させる。高

子育て世代の転出抑制と転入促進３

代後半から40代後半のいわゆる子育て世代が安心して結婚・妊娠・出産・子育ができる社会構造を実
現することで、転出超過の現状を改善し、平成31年（2019）には転出・転入の人口移動を均衡にする。20

中年層の転入促進４

在、転入超過となっている50代・60代のリタイア世代をターゲットに、都市部からの流入人口の増
加を促進する。現

福智町の将来人口推計比較【平成22年（2010）～平成72年（2060）】45

福智町独自推計値、社人研人口推計値、日本創成会議推計値資料：
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福智町独自推計：合計特殊出生率が2.0の水準まで上昇し、かつ、人口移動の転入転出者数が均衡すると仮定した推計。
社人研推計：全国の移動率が、今後一定程度縮小すると仮定した推計。
日本創生会議推計：全国の総移動数が、平成22年から平成27年の推計値と概ね同水準で以降も推移すると仮定した推計。
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福智町の将来人口推計年齢３区分比較推移①【平成22年（2010）～平成72年（2060）】46

Ⅲ－人口の将来展望 2 長期ビジョン

福智町の将来人口推計年齢３区分比較推移②【平成22年（2010）～平成72年（2060）】47

福智町独自推計値資料：
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転入転出
数の均衡


